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地｡球化学の詰

⑩

同位体地質学

〔㊧〕

とくにUlTh1跳およびRb1駄について

奮択一

果花す隻とができると考えている､とい夢訳で買水

火山岩のS父同位体

を含め危披界串の研究成果状況を吟味しまとめてみ

I.火醐岩の成園と鰯位体

火山岩(火成岩)の成顕として1まその源と考えられ

ている玄斌岩呼グ㌢&その分化物の成因論紀問題の核

心力婁あり哀い聞岩看学の謎(馳ig㎜a)と窓わ古く

かつ新しい課題である｡

前者の玄武岩マグマは従来ソレイアイトとアルカ

リかんらん石玄武岩の2つの型カ増えられている中近

年上記の婁つの嘩グ呼型に加えてその串間型隠高ア

ル嚢ナ玄城砦秘提起され議論されている.ともかく

これらのマグマの独立性を認めるならばその成閑を究

明しなければならない､次に後者の分化物絞っいて

であるがこれが玄武岩マグ守の緕鯖分化作用ぬよっ

て生成されたという考え方と異質物との混成作用あ

るいは地殻物質の再溶融はるという考史方と淡ある｡

さら紀カルクァル勿リ岩系岩石が呼ントルで直接

生成巻れるという研究もある曲ζうした議論紀対して

近年有力な武器となっているものの一つに同位体岩石

学がありここ数年来急速な発展をみせている硅同位

体測定はもともと岩看の年令測定を質的&レてはじめ

られたことはすでに述べた､

今までの火成岩成因論をはじめに説明するの淋望まし

いのである淋他の文献にゆずる.冒本紀おいても

すでにはじまっている同位体岩石学はその着想地質

学的岩石学的背景からある分野では掬導的役割りを

にグラフで示した.玄武岩マグマがかんらん砦(p膝

三dO宣ite)から生成されうることはこの関からも維定で

きるが海洋地域の窟蔵砦(搬鋤虻憾疵)ぶり大陸

地域のそれ(c械i蝸施n搬互ま)の万カ室恥/Sr比カミ高い

傾向がある｡売カンブリア紀の二号有や吻藪ウ岩および

“迂噌

夕_外

㌘

る必要がある｡

次にSrの成長についての基本的な屍方の説明のため

には第4図のようなものがよく使われる｡地球のモ

デルは隈宥紀求められている｡図の隈看艶?/艶§初生

値は0,698(4.6×エ09年)といわれており境在の地球

物質のもつ同地の値とを結ん想直線を護ずs物成長鹿

線(直線)と考える･大陸地穀の生成棚｡餐刈⑪s年に

はじまったとすると一店点線であらわされるような

Srの成長が走られる｡この園の宥側紅海洋地域あ大
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陸地域の玄武岩カ薫ウ岩類および島根県隠岐島後の火

山岩類を参考襲で紀示し花｡隠岐島後の五～腕番号

は玄武岩類であるヨ.襲た現世の海水郷｡7085とされて

いる.

篤1義シ鰍ル気一ド蔑入岩体の駄帥/S貫榊初生値

幾製分繊海抜(緬)･…/･…洲蓬･11薮測書86

皿軸火山岩の畿同位体

火山岩申のSr同位体の研究はガスト(Gast葦1960)

ファウ次ら(鴉楓讐&貫慨工鮒量鳩鵠)マｰシｰら(M蛆･

thy&St鵬b鎌孟五963)やハミルトン(1963)らによって

はじめ島れた､その後急速な発展によって多数の

研究結果カミ報告されている曲

次にそれらの申から代表的なものを解説紹介し克

られた結論や考先方をとりあげでみよう曲
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シコ:ル雪一済(Sk綴鮒鏡鯉蝸)溺:入岩体

結晶分化作用の生成物として有塙なこの貫入岩体は

5⑪滋払(百万年)前に生成された串この岩体の研究の

興瞭の一つは地殻物質の混成作用の有無を同位体岩石

学的にとら免るζと紀ある｡測定結果を第工表記添す.

貫入岩体の大部分は結晶分化作用の生成物であり初生

マグマ(塩基性岩類)の餅琴/S貫竃坪均値は0.7⑪粥翫含有

量は約260P脾である｡これに対して晩期の分化物
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a.測定信

も.Sr魯8/S186=⑰.u94標準で化した値50血.y.の成長曲線で求めた初生値

(河醐iI楡垂五963).

ハワイ地域の火山岩窺

この地域の火山岩類の岩石学的あるい獄年令測定は

よる活動順序の研究は海洋地域のものとしてもりとも

進んでいるものの一つである(lMcD⑪ug洲事蝸舷1地質

皿ユ_ス.N⑪.蝦茱p棚華エ968)自ハワイのS貫同位体研

究はファウレら(亙鋤蝸&H販工ey岳工963)レッシン

グら(Les曲墨&Cat狐蜘ro,196ゑ)ハウ皿ルら(Powe11

賄峨&肌加y車ユ螂)ヘッジ(脆細､鰯6)など紀

よって行なわれている押測定結果を錦蕩里蟻に赤す苗

測定償のバラツキはきわめて小さくアル吻ジ砦系玄武
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欝慧讃ノ叩イの大凶籍の籔同位体組成

第s讃ハジイの嗣}鎧積率⑳餐綱傲体纏成を別働こ分析し兜例

砦霜名

護錐駄鮒/畿繍

01iv緬eもasa1t

O1i向皿61〕asa1t

Baga1室窪1asg

Ba醜及

丁聡砥沸
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醐鯛鰍垂蛾1,脳waii

Ma㎡

H皿銚砧払H置w壁三i

H酩三駐至紙細aw璽夏至

狙醐玉籔童盈養睡賞登W壷

貰鵬1薮風臨醐ii

滅芭触甑K鑓､賞包術壷

M帥蝸K鮒葦脳Wぷ
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数跳岨儘鮒&懲鮒呈鍬(至963)その他はむ鮒蓄童鴫鰍き｡醐童鰍瀦灘

(1鰯)

繕属名嬢錐籔雛/s望鯛｡o倣.※炎と温

度竈般の鎧

9口a地磁出ase

下略出次e

丁島⑪1優搬嚢

･賞壁榊包搬e･

A北町a㎜ite
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竃.跳鯉碗亘Ch

M鮒鰍双繊､

籔羅櫛竈童隻8､?⑰40⑪.70430.0003

票0卵GuiCh理雌霞㎜星

K撚⑪,郷銘

笈繊泌⑪毯跳経砥埋

貰鼠榊磁◎｡郷餓餐.郷鮒暮｡簿⑩⑪填､

賞棚｡h至砥V⑪一e伽ic

S縦豆鰯冒◎曲u0｡?023§,?03王8.⑪⑪聰

泌⑩妻蜘童裏漉鮒翼

滋⑩芯Φ三湿鶯Q磁鷲餐.郷餓簑.卿畿⑬｡⑩Φ猟

底搬臓雛簿,郷鋤3｡郷鰯⑪.蔓e脱

岩類とソレイアイトとのSr87/Sr86比はそれぞれ⑰｡?023

～⑩｡卿40,704～0,705といえる.第菖表は測定者紀

よってどの程度の測定誤差か生ずるかを示してあるが

よく一致している.つまり実際に用いられる有効桁

数は⑪｡湖あるいほO.脳のよ資紀小数点以下轟桁で

あるう苗このことは他の測定についても同様である竜

ハワイの場合ソレイアイトはアル弟リかんらん石玄

武岩より警エ護胃/Sr魯悦カ至高い傾向がみられる冊両岩系の

岩石はそれらの発生する位蟹の呼ントル物質の化学組

成が効㌧ているのであって混成作用や緕騒分化作用

のち淋､あるいはそれらの効果の花めとしては説

明し紅くいとされている帯しかし実際のとこるア

ル動リ玄武岩常グマとソレイアイトマグマとの閥のこ

のS夏同位体組成のちがいの説明はむずかしく未解決

である｡一つの考えはハワイ地域の上部マントルの

潔N⑪醐繊雛養総奪､王i鱒

苫燃籔童慧顯塾搬滋銚轟鱗

蓮N塾鮒⑩蹴亘/婁董魏｡擦餐隻楓樽董獺｡r藍藪ε童蔓遂蔓簸ち毅聾蟻

竈細銚搾嚢鼠至｡賞鰯搬㈱害｡澱董破盈(玉鑓s)

松鯛蔓y寒い.L.跳榊重工､滅｡夏.エ(i鑓婁)

の中の低K岩看をソレイアイトの同化は肌婁で渉る吉

これに対してハワイのアル池リ岩系の高K砦看の同地

は260と低い由このことは結晶分化作用のみでは

高K岩看の成因を考えることに矛層秘生ずるとい走る､

そこでこの高K砦賓は跳に窟泌物質だと吏ば

海底の泥質堆積物の同化作用によって生成されたと考え

ている｡また雛蛇いう沢侭b比は海洋地域の上.

部呼ントル組成をあらわしているという.

マントル(醐搬漉)一地殻(簑欄重)分化が海洋地域で

はほとんど行なわれていないにしても最近の研究紀み

られるように竃脾搬出昭嚢畷舳倣やa雌1饒慧三§i弧出

の研究とハワイ島なぜの海洋地鋤ζみられる水平方

向のS抑S拶比の変化の撃集をからは上部マントル

申の放射性元素含有量の不均質性をいうこともい克る,

また一つの島の火山岩の噴出順岸による同化の変化を

含めて上述の蝋鏑伽鐙締砒t量n墨の考え方にも結

びつけられ輿映渚嶋る.

ハワイ蜜除い稔簿薄地繊

大西洋中央海底山脈のA搬鵬1⑳篶島とGo㎎h島の

㌫同位体についてはガストら(G紺ら､玉96遂)などの

研究がある｡前脅の島の玄斌岩のSが位轟竈比はおよ

そ｡.70蝸後蕎の島の同化は｡,榊そして両島の中性

岩(粗面岩)はそれぞれO.7045～0.7073とO.7050～�



一37一

O.7094である｡彼らの免た結論によると前者の玄武

岩は後者のそれより駄に関して玉鰯臓伽慧搬玉｡心

あること漢だ両島の粗面岩は玄武岩より獺伽墨棚i雌

Srをもっている｡粗繭岩の成馴C関してはこの地域

の基盤岩類との混成作用をにおわ昔てい繍蓑明確な結

論を出していない也

婁た海津地域の研究として大西洋中央海底山脈と

東太平洋海嶺はついて立本ら(丁鵬醐㈱ら叉96δ)

は次のように述べている.海洋地域のソ次イァイトの

Sτ87/S婁轟竃此は他の玄武岩より低く⑰｡?肌6～⑪.7027で

ある.この値は大酒洋のSt.H山肌やAsc㎝sion

島の同化と類似しているがとくに東太平洋のものは

謹らに低い償をもっている曲ともかく海洋地域の平

均値はおよそ｡､?o藪である.ヘッジら(Hed駆ら

蝸鑓)などが与えた地球誕生時のS夏嚢VSr8㌧O.698逆と

い費償によって確定される魏在のマントルの同化ぽ対

してこれらの砦看の肺ノS賞比(⑪.004～O.Oユ婁平均

⑩｡肌工)は低すぎる害これは鷲グ㌢発生源の関連する物

質の中の過去における何らかの分化現象をあらわすも

のであろうヰ

ここで誇克られたのが前述のマントルｰ地殻分化説

煮ある｡すなわもいわゆるソレイアイトはすでに

大部分の放射性元素カ裏地殻生成時に移動してし凄った

b鑓1㍑鑓1虚曲1町艀(亨ントル)で生成養れたと考えら

れる｡つ凄り隈石溌デルで考免られるマントルの

Kびnなどの売素の含有量は忍のソレイアイトの

それとはちかっているζとになる｡そのため大陸地

域(地殻の存在ぽ着目して)と海洋地域の玄城砦の性質

成因を論ずる揚禽紀はこのそデルを念頭におかなけれ

ばならない｡し花都って海洋地域の玄斌岩のもつ属

性は上部マントルの化学組成を考える施めの重要な資

料を与えてくれる｡前述のハワイの例でも一つの考

え方が示されている吉

Ψ一ユ目印寸1･

ソ』.ロカコ1,rさ全岩

性マグマの熱によって基盤の片麻岩が部分溶融して

涛遼ウ砦亨グマが生成慈れたとい資者克頑なり'立つ

(賊畿｡由出&闘玉,独6騒)苗各グルｰプのSr87/Sτ闘初

生値を第§剛ζ示す甜

楽汲鷲篁潔(脳8醜鯛i忽)粗粒玄武岩類と南極そ

して繭アシリ曲と爾ア孫リ釣地域

夢スマ器ア粗粒玄武岩類の同位体研究はノ'イヤｰら

(H由享C◎狐p§ぬ孤&McD◎鴫au,湖65)によってな慈れ

た｡この岩体は二畳紀～三畳紀の堆積岩申に夏珪000

フィｰトの厚さにおよぶ岩床や岩脈として謎入し淀幸

その時代はKAτ法によっておよそ互6賦払といおれ

ジュラ紀の上部と中部との境界にあたる､その岩体の

岩看は輝石に富む粗粒玄斌岩からグラノファイヤｰに

蜜た添っており分別晶出作用で生成されたという害

それらが分化系列であることは化学的均質性などか

らもうらづけされている,その急冷(曲u･d)粗粒玄

斌岩はソレイアイト質である.

岩蚕卵のKU垂K汀hの関係は正の相関を示してい

る自急冷部のK/跳比はおよそ裏00でありグラノ

ファイヤｰではいくらか低くなっている皿この値は

前出の海洋地域のハワイのソレイアイトや低K岩看の

鵬はもちるん他地域のものより低い｡強いていう

ならばハ皿イの高K砦看紀似ている｡岩体のS夏魯?/S=86

比の平均値は0.7115である昔これらの性質は地殻

物質の性質に似ているところが多いが彼らはこのソ

レイアイト質環グマはタスマニア地域の下の双n鵬uaユな

成分をも顯た㌢ントルからもたさられたものと考えた.

ちなみ紀オｰストラリア地域の地殻の厚さは35～40㎞

といわれている､

この研究はさらぽコンブストンら(Co加psぬnMc一

眺顯騨亘豆&H曲事蝸鑓)によ樽て発展した.彼らは�
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南極南アフリカ南アメリカタスマ員ア地域を研究

した.その緕果を第6図と第4表に示す.その議論

の内容はおよそ3項目に分けられる.

その第…は南極とタスマニアの玄武岩類の関係であ

る抽南極の粗粒玄蔵岩には紫蘇輝看ソ次イアイト

ピジオン輝石ソレイアイトおよびかんらん有ソレイア

イトがありそれぞれの急冷部のSr87/Sエ鯛初生値は

O｡欄狙欄および0.孤1である.昔各岩体の分化物

の同化はペグ嘩夢イド相を除いて多少変動する程度

である.ペグ嘩タイト相は酸性岩との混成作用を

あらわしより商い値となりているのであろう｡こ

れら3者の隼代は&如法およびR鵬で法によって

およそ醐m正前後とされている.

この南極とタスマぶアの岩石はその活動時期と同

位体組成などから明らかな類似性がみとめられた.

すなわち前にのべ花ようは夢スマ器アの岩看の初

生値はO.7蝸であり南極のそれとよい一致を示して

いる曲この高い値ほ爾地域(大陸)の玄蔵岩質呼

グ噂が地殻中で発生したと考えるζ&も一熔は可

能であるが一方だとえば海洋地域のソレイアイ

トに近い性質のマグマに珊～30免の平均地殻物質が

加免られれば説明がつくようはもみえる苗しかし

夢渓㌢ニア粗粒玄滅岩の低いK/Rも比からはその説

明に難点カ童ある.南極とタスマ三ア⑳粗粒該蔵砦の

共通点から両遡域のマグ亨茄上部マントルで発生し

たとするとそのマントル組成は醐離滅雛⑩眺触鮒y

をもっていると考えられる由

その第二は南アフリカの加ト粗粒玄武岩類と

南アメリカのS雛raG6拙のソレイアイトはついてで

ある.前者はおよそ蝿O風y･後賓は螂独仏の隼

令カ;えられている.両者のS榊Sエ醤竈初生億の平均値

はそれぞれO.棚7である.この償はいわゆる海

洋地裁と大陸地裁の玄武岩類の申間の値を示している睡

欝堪表中生代の茅スマニア繭嬢加紗一鱒衆潟よび繁芝紀タスマ

皿アの玄城砦頁岩孫申彩獣雛/畿蜜物象憾

Q.狐工5

⑧.?ユエ→.713

Φ.獅雛

Φ｡獅駁

その第蔓は多スマ黒アの第三紀玄武岩類に?いて

である｡これらは中新世中部～鮮新世にわたって噴

出したものでソレイアイト質玄満砦から霞石バサナ

イトに塞たがりた成分変化をもっている.これらの

S岬S伸初生償は大部分のものが潟よそ⑬｡欄で齢

る｡一つの例界としてソレイアイトの試料は抽よ

そ⑬章708という高い値をもりているがこれは混成作

用によるものであろう.

以上のことがら一方ではタスマニアと南極の玄城砦

質岩石の間に他方では労ルｰと艶鵬G鯛亘の玄武

岩質岩看との閥悠それぞれ類狽庶淋みとめられ招亙

い陪異なった岩宥区を構成していること淡釦られた.

すなわち両岩石区慰おいて勇つの大塵が中生代に

おいて互いに近接していたを誇克られいわゆる大陸

移動説を支持する例証をなっている.

ところで寓アプリ滝のL挑嚇脱狽蝸蝸磁火成岩

岩石区には溝脆晩碗脆の火出岩とグラノファイヤｰ

附鋤純1噴出砦“獅搬量貫入岩体のグ〃一プがそ

れぞれ20腕払鋤節払蜥肌y次生成されている山

Rb嚢?/S夏農竈一S岬/S夏餐竈図からこれらのグルｰプの㌫薔胃/

Sr繍初生値を求めるとそれぞれ⑪.70420.70810.7085

である由これらの測定償から酸性火山岩類はそれ

らの臓出の少し前紀よ資塩基性の堵体から生成された

こピ酸性嘩グマの同位体綴成な竺の均質性からは不

均質な酋い地殻物質の部分溶融で生成しだものではなく

叩ントルから発生慧杓花といえること1ぞれぞれの初生

償のも秘いは上蔀呼ントルの不均質性酸性亨グマの

大書な砦体の深所での混成作周あるいは噴出時のある

期闇に深所に酸性ダグ嘩秘存荏したこピそして塩

基性岩類の岡位体組成の変動か上部地穀物質からの放

射挫源翫ぽよる混成作用の穣度によゆて引きおこされ

たことなどの幾つがの繕論秘えられている(Man鮒,

蛾8).�
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イタリア両部の瓢に蔑む火山岩類

性マグマとのいるいろな割合いでの混成作用によって

これらの火出岩類カ蛙成された､しかもζの地域の

火山毎にS仰S亘竃聾比がある一定の艶麗内に渓とまっ

ていることさらに岡地域内に為いては南方から北

方へと同化作用の程度秘商くなっていることが認められ

た由この関係は篤7関ぽあらわれている､これらの

現象は大陵地域やその周縁部虹普遍的なζとと思われ

る由
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第7図イタリア西部火山岩のSr同位体練成(HurI駆ら1966)

素の含有量はわずかな差を示している出すなわち

呈駅至㎜britesは流紋岩熔岩より賄笈Sヱがいくらか

多く裏た軽石質岩石は1gnimbritesよりRbKU

独が少なく駄は富む自玄減岩ア安山岩のRb侭U

/K恥/Knρ比は滅紋岩質岩石のそれらよ資変動

が大きい由蜜た上述の三畳紀一ジ風ヲ紀の堆積岩類の

駄同位体艦式は安山岩質潟よび流紋岩質岩石の組成と

非常によく似ている苗これらの測定値は玄武砦凄た

は安山岩質初生マグ球と地殻物質との混成作用によって

これらの酸性岩類が生成されたことをあらわしている由

この物質としては前出の中生代堆積岩類ポあげられる掴

玄斌岩類はその主化学成分からソレイアイト～高

アルミナ玄斌岩といえる曲これらのS菱覇V般悦の平均

値はO.7㈱でありて海洋地域の値よりいくらか高

い値とい免よう.大陸～造山帯に一般的である硅火

ぬ岩類のS夏婁ヲ/Sr86比の頻度分布を窮8図紀示す嘩

流紋岩質砦宥(熔岩を除く)添いくらか高い値をもっ

ている,また第⑨図には酸性岩の流紋岩質熔岩と

i細触br皇tesについて示してある.

駿縫鷲努鷲⑳蔵鰯について!ま

⑪地殻下部の砦宥の部紛溶融

⑳適当な厳同位体艦蔵毅もつ地殻上部の堵看の部分溶融

③夏を慧あの組み含おせ

④玄城砦質および安山岩質マグマの分別晶出作用�
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イグニンブ茅イド

平均値蟹,徽劔

欝墨劇

二泓一ジｰ管ンド火出幾のsr同位体

縄磁〔〕寧賞機掌は康細奪

(エ966)ぼぷる讃添擦

(笈澱壁rにら王嚢餐轟)

榊

定

婁

数ユ

神ユ

欝婁鰯

竺エｰジｰランざ釣嬢激山潜の

§銅彼体織成

(E聯繊らエ螂)

る.そこで前述の堆積岩類と流紋岩質岩層おのs堀

位体組成の類似性が注胃､きれるのである苗

をころで安山岩のS岬S神地は平均値が⑪苗70騎

である｡もし弦斌岩(8｡珊蜷翫醐30⑪腋獺)&酸性砦

(⑪｡7060s岸蝸｡p岬)とが至:五で混合する&⑪,珊鰯

となる.実際の安山砦の同地は｡､㈹艶で海葛かも混

合比は146となる.前出の堆積岩の同位体組成から

ζの安山岩の生成のためには玄斌岩呼グ噂の幾倍以上

の堆積岩物質か必要となる茗いずれにせよ安山砦類

の成因の結論としては玄武岩マグマの分別晶出作用

あるいはマントルからの直接の生成物とすることは不可

能お誇免られる割凄た火山砦類と中生代堆積岩類

と械咽位体組成の差勿童心慈いので皿バｰトらの緕諭

が正しいかどうかはお粘いに野間の余地茄ある硅

平均姐e.榊62

0.?⑪基9､㈹婁む,郷蓄§｡茅竈?§､7⑪屋

ζ立至〕(一喜刊ζ外亘〕ζ一五刈ζ一奪･至〕

sr帥/sr蝿(棚変他)

アメリカ大陸の火出濃簸

アメリカ大陸の火山岩類については多くの研究があ

りとくにマックノく一二ら(斑｡嚴搬嚢yら蝿繍)やビｰ

ダｰマンら(Pet飯測狐ら螂7)の酸性岩類の研究秘注

員される.前者によると中央アメ砂が饒種類の第

四紀酸性火山岩か分布する鶉その一つはガテ常ラの

玄斌岩に伴う流紋岩質黒曜岩で数㎞葛の蜜出量蓬1もち

もう一つはホンジ皿ラスから二吻ラグァにかけての大

火砕砦質堆積物(火砕流)で数千榊におよんでいる里

これらの｡厳同位体組成から後宥は基盤岩の部分

溶融によりて生成されたと考えられている曲ビｰ孝一

マンらの研究においては火出砦類の申でとくに酸性

岩類の成因を論ずる場合その基盤の堆積岩類は注鴬す

べきこをを述災でいる､

これらの研究に加えてプスカｰ(炉鵬脈鮒韮夏968)

は伊豆亨リァナ弧中央アメリ吻抽よび劣リブ海の島

弧のS岬sr魯竈蛇を求めその平均償として｡.70蛇い

資値を提出し大書な変化のないことを強調している苗

以上の議論は加けアルカリ岩系火山岩とりわけ安�
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郷聰

海緯鋤載火山岩の駄

嗣徹体組成

�����

～⑪｡16工である､

造山帯の趨塩基性岩類のS刈S夏竈竈此は次のような進

化の過程を経ていると説明されている刊すなわち約

みとめられないといえる､玄武岩マグマの発生源とし

てはキンパレイ岩申のざくる石かんらん岩が妥当であ

るあ結論している｡また上述の搬?/sr86地などの

大きなバラツキはは施して一般的な事実であるか濠う

か疑問である.むしろそのバラツキは別の意味をも

っているものと思われる出

日本の火出讃

日本の火山岩の轟洞位体組成紀ついてはファゥレら

(Faur6&Hじ由y螂3)ヘッジ(腺細蟻1966)倉

沢(1968)などにみられる,蜜た未印刷の資料として

はヘッジらの測定値があるが図に示すに止める｡

鷺本の火山砦のs洞位体組成を第!2図熔示し花刊東北

日本のものは未印刷の資料である苗東北日本の火山岩
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第11図火山堵のSr同位体組成(Gast1967)

はいわばUMPのA蜘配にあたる.これによる

とS岬Sが比は東北胃本t･ave･seと中･酉日本の

それとでは逆の関係になっている.すなわち前者

ではアルカリ岩系において同化が低く後者と全く対

象的である､ソレイアイト質岩系の岩手山火山岩から

アルカリ岩系火山岩で構成される渡島大島へとS夏暮7/Sτ86

兇秘小窓くなっている.しかも砦芋山の火山岩の

Rb/駄比紀⑪｡006という券常紀低い値が示されている.

中･啄簿本の場合伊豆1箱根地域から隠岐島後唐津

の高島にかけてはS岬Sr86およびRb/Sr比が共は大き

くなっている｡

いわばフォッサ･マグナを境にして東日本と面目

本列島との間にはこのような著しい特徴があらわれて

いる皿この事実は度冷述べているように分化物と

呼ばれる中性～酸性火山岩類の同位体組成にも反映し

ている｡すなわち隠岐島後の場合分化物のSr雛

ノSr魯轟沈はおよそ0,707～O.72⑪であって玄斌岩類のO.

704～0,705より著しく高い値を示す.別の項で諭する

ことになっているカミPb同位体でえられた結論と同じ

説明淋ごの察実紀ついてなされている皿つまりこれ

ら分化物の高い値は玄潰岩(正確ばはアルカリかんら

ん石文斌砦)呼グ洋な基盤の古い酸性岩類との混成作用

をあらわしていると考克られている(倉沢1968)｡

それも先カンフジァ紀の岩石との混成作用による可能性

淋大きいことカ裏Pb同位体研究からうらづけられてい

る.

以上のことから面目本は大陸周縁部の要素が考えられ

ること一方東冒本はある意味で海洋地域の属性を

反映していることが考克られる.

皿山蜜あめ

以上がいつ襲んで説明してきたがここでSr同位体

組成の研究から走られ花結論と問題点を記しておこう珀

海洋地域と大陸地域とではSr穫ソSr86北およびRb/

s枇ぽおいて明らかなもがいがみられる.大陸

地蛾の火山岩は海洋地域のそれよりradiOgeniC

であリま紀その億の変動が大きい.�
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第ユ2図日本の火山岩のS望同位体組成()中はRb/S貫比

W11一級繊拷0.720

1⑪.魯9～5隻.6〕

(2)海洋大隆爾地域の玄武岩のSr同位体組成は上

部マントルの不均質性をあらわしている.凄た

マントル分化をうらづけている.

(3)酸性火山岩や火砕流においてその噴出盤が大であ

る場合は地殻物質の混成作用あるいは部分溶融

また少ない場合は玄斌;岩マグマの結縞分化作用に

よって生成され花といえる.

(4)大陸地域あるいはそめ周縁部では分化物と呼ばれ

る中性～酸性呼グ叩の生成に地殻物質の混成作用

(5)混成作用の場合その同化される物質の同位体組成

が大きく異なれば生成物に明らかな巖饗があらわ

れる.したがって組成が類似し花ものとの混成

作用あるいはそのものの溶融によって分化物が生

成されたときにはその現象をとらえることは不可

能である.

ヨ

(6)つまり分化物の同位体組成が大きく

変動しているお書は異質物との混成作

用を反映していると考えることが可能で

あるかたとえそうでないケｰスでも

簡単終結晶分化作用の生成物とはいいき

れない.

(7)そのような場合はももろんであるが

いろいろな種類の元素の同位体によって

それぞれの同位体の特長を有効に用いて

対象物の成因究明を行なうべきである.

たとえばここにのべてきたようなSr同

位体と同時にU-Th-Pb系列pb同

位体による検討なともあわせて行なうことが望凄し

い.

(9)玄斌岩マグ噂の同位体組成はその㌢グ㌢の発生す

るマントル物質の組成を必ずしも反映していない

物理化学的解明は未開拓である｡地質現象の解明

と同時にこの分野の研究が望嚢れる剖

ω同位体岩看学地質学分野の研究のためにはその

質的と対象物(試料)の地質学的岩石学的背景

位置づけの絶擾か箆要である岨

(艦著は地球化学繰)
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田大阪出張珊移転のおしらせ

犬鮫搬張騎は塞る竃則5賢下記へ

移転し楽しだ

新佳所大阪市東区法円坂町6-25

大阪合同庁舎第凄号館別館δ階

地質調査所大阪幽張所

郵便番号艶OT乱(06)跳1山δ3η(代表)

交通
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